


中央部の凹部を同じ方向で
組み合わせてネジとナット
で十字になるようにセット
します。

ボルトをスパナで押さえながら、
六角レンチで締めます。(仮止めの状態)

六角レンチ

ネジM6×15
(筋交いに在中)

ナット
(筋交いに在中)

❶筋交いを組み立てます。

❷側フレームに上記の筋交いを取り付けます。

※筋交いは、棚板と同じ幅のモノをお使いください。棚板の幅と筋交いが合っていない状態では、組立できません。
※筋交いは、強度部材ですので、必ずご使用ください。筋交い無しでは、ラックが自立しません。

側フレームには前後ろ
の区別があります。
後ろ側には、筋交い取
付用のビス穴が空いて
います。

ネジ M6×15
(筋交いに在中)

15㎜

ここでは、ネジを
締め付けず、仮止
めの状態にしてく
ださい。

筋交い

ネジ

側フレーム

側フレーム

筋交いは側フレームに密着
するように取り付けてくだ
さい。

❸棚フレームに緩衝材を貼り付けます。 ❹棚フレームの取付方を理解しましょう。

❺棚フレームを２ヶ取り付けます。

OSフレームラックは、横への増連が可能です。そのために、隣
り合う棚フレームは、前後を互い違いに設置しなければなりま
せん。

OSフレームラックは、側フレーム、棚フレーム、筋交いにて強度を確保する構造になっています。その
ため、棚板(棚フレーム)は筋交い取付部付近に配すると、その効果が発揮されます。
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ラックを上から見た略図

ラックを上から見た略図

このことを念頭に置いて、最初の１連目は、上図の左側(太い
点線)のように、棚フレームの引っかけ部(Ｌ字金物部)が後ろ
に来るように取り付けるようにすると良いでしょう。

また、側フレームへの取付前に、棚板を棚フレームに取り付け
ると、棚フレームが取り付けられなくなるので、必ず、先に棚
フレームだけを側フレームに取り付けてください。

緩衝材不織布(白)

棚フレームを裏返します。
次に、緩衝材の不織布(白)の裏面の紙を不織
布が剥がれないように注意して剥がします。
そして、棚フレームの両サイドの４つのＬ字
(コ字)金物部に図のように貼り付けます。

棚フレーム

棚フレーム

緩衝材不織布

❻他の棚フレームを取り付けます。

❽木棚板を取り付けます。 ❾ガラス棚板を取り付けの下準備をします。
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Ｌ字(コ字)
金物部

棚フレームを正面から見た略図

①

①②

②

棚フレームは、側フレームの縦柱間を通る
サイズですので、片側の側フレームを通り
抜けさせてから、もう片側の側フレームへ
掛けるようにしてください。

15㎜

ボルト(M6*15)ボルト(M6*15)

フレーム締結金具

フレーム締結金具

側フレーム

棚フレーム

正面から見た略図

棚フレームを側フレームに掛
けた後、フレーム締結金具
で、仮固定してください。

フレーム締結金具で、仮固定
した後、二人でラックを立ち
上げます。

棚フレームの前後位
置は、側フレームの
縦柱の内側に、棚フ
レームの前後の角パ
イプが入っているよ
うに取り付けてくだ
さい。
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❼設置場所に置き、背筋交い、棚フレ
ームのボルトを本締めして、アジャ
スター調整をします。
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木棚板には前後があ
ります。
裏面の取付用ナット
の位置が前後で違い
ます。上図を見なが
ら、前後を確認して
棚フレームに取り付
けてください。

W900タイプは６カ所、
W500/400タイプは４カ所をボ
ルトで締め込みます。

木棚板

棚フレーム

30㎜

ボルト(M6*30)

ガラス止め金具

ガラス止め金具

ガラス止め吸盤

緩衝材不織布(白)

ガラス止め金具に、緩衝材不織布を貼り付けます。

ガラス止め吸盤を、棚
フレームの上より、
W900タイプは６ヶ、
W500/400タイプは４ヶ
を押しながら差し込み
ます。

緩衝材不織布

ビス穴

ガラス棚板は、強化ガラスを使用しておりますが、取扱いにはご注意
ください。割れた場合には、細かい粒状になります。特に局部的な
力、小口部（外周辺縁部）を床などに落としたりしないよう気を付け
てください。

注意


